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回転スシ業界の戦略は各種各様 これが⾃由競争というものだろう 
 
神明傘下の元気寿司（⿂べい）と、スシローの経営統合が⽩紙に戻ったとのニュースである。 
神明はこの統合で、スシローの海外店舗へもコメの拡販が可能とみていたが、スシローの国
内重視戦略が明確となったためである。 
 
記事によると、 
スシロー：売上⾼ 1748 億円（18 年９⽉期、前年⽐ 12%増） 
     ⽇本でのコントロールが⽐較的簡単な直営店⽅式の継続 
 
元気寿司：売上⾼ 420 億円（19 年３⽉期、前年⽐５％増） 
     海外に 200 店舗（内 180 店はフランチャイズチェーン） 
     ⾼速レーンでできたての寿司を提供する「回転しない寿司」に特化 
 
くら寿司：未成⿂をいけすで畜養して成⿂とし、提供する 
 
この中で、何といっても元気寿司の「回転しない寿司」⽅式は、業界の常識を覆した⼤⾰命
となりえる。確かに、はるか以前よりこの⽅式は⼀部の⼩規模店では採⽤されていたが、こ
れを⼤々的に全店に導⼊したことは⾰命であると⾔ってよい。 
 
⽣産⼯学の⽴場からは、 
１個々々の受注⽣産であるので在庫を持つ必要がない（１個流し⽣産ライン）。 
お客様に商品が届くまでの時間を適正化できる（新鮮な商品を提供できる）。 
廃棄ロスは限りなくゼロに近づけることができる（即納であるので返却率はゼロである）。 
回転ずしのようにしなびかかった寿司がレーンを何周もするようなことはなくなった。 
（お客様（⼦供）が⼀旦⼿に取った⽫を再びレーンに返すこともなくなった） 
提供された⽫数はすべて電⼦的に記録される。 
オペレーションに必要な情報は蓄積され、改良されていく。 
 
店にもお客様にも優しいシステムの誕⽣である。売上的にはスシローに⼤きく⽔をあけら
れている元気寿司であるが、このシステムを武器に躍進してくるものと思っている。 
 
 



 
 


